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１． はじめに

公共工事の入札・契約に関しては，昨年「公共

工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法

律」が施工され，透明性の確保や公正な競争の促

進がうたわれている。

一方，政府の建設投資の規模は対前年比約１割

の大幅な減少となり，約１０年前の投資規模まで圧

縮してきているにもかかわらず，建設業許可業者

は減少傾向にあるとはいえ，５７万社（１０年前の約

１０％増）余りである状況などから，低入札が近年

増加傾向となるなど「価格のみの競争」による課

題が提起されている。

この状況への対応の一つとして，国土交通省で

は「総合評価方式（技術力を含めた総合的な評価

による競争）」等の多様な発注方式を試行してお

り，これらを通じて“技術と経営に優れた企業”

が伸びることができ，いわゆる不良不適格業者を

排除できる透明で競争性の高い市場環境の整備を

行うことを目指している。

北陸地方整備局では，総合評価方式による入札

を平成１３年度に計６件実施しているが，その一事

例として千曲川における南条護岸工事を紹介す

る。

２． 南条護岸工事

� 工事概要

本工事は，平成１３年の台風１５号出水により被災

した長野県埴科郡南条地先の護岸災害復旧工事を

施工するものである。

工事概略数量としては，

・護岸工：約３２０m

・法覆工：約３，２００m3

・根固工：約１，１００個

・根固水制工（木工沈床）：約１，７００m3等である。

工期は契約締結の翌日から平成１５年３月２８日ま

でで，出水期（４月１日～１０月３１日）における河道

内での施工（ブロック製作は除く）は行わない。

工事規模から，公募型指名競争入札による工事
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である。

当地区は全国４カ所の「河川生態学術研究会」※

の調査研究フィールドに指定されており，工事に

よる周辺環境への影響を最小限に抑えるため，総

合評価方式として工事施工作業区域面積を縮小さ

せる提案を求めることとした。

この工事は，総合評価ガイドラインの「社会的

要請に関する事項」の中の“環境の維持（景観）”

に該当する。

※「河川生態学術研究会」

生態学，工学，物質循環学等の研究者が共同して河川

生態系に焦点を当てた研究を行い，これまで見地の少な

かった変動する環境下での生物の生活と集水域を含めた

河川生態系の機能と構造を解析し，河川環境，生活環境

への影響を明らかにし，新しい河川管理を検討するため

の総合的な研究を進めている。

研究対象河川：多摩川，千曲川，木津川，北川

� 総合評価項目・点数の考え方

� 評価項目

工事施工作業水平面積（護岸工，本工事施工に

必要な工事用道路，仮締切，瀬替，仮設ヤード等

を含む面積）が３０，０００m2（最低限の要求要件）

以下の提案に基礎点１００点を与え，さらにこれよ

り３００m2以上当該面積を縮小した提案に加算点を

与えた。加算点は３００m2以上９００m2未満は０．３点を

加算し，以降６００m2縮小するごとに０．３点を加算

する。ただし，３０，０００m2より広い提案は失格とし，

２４，３００m2以下は上限の３点という設定とした。

� 提案の範囲

本工事を希望する業者の提案方法として

１）標準案での提案

２）標準案と異なる方法での提案

３）上記併用での提案（２）での提案が認められな

い場合，１）での提案とする）

という３方式の中から，各業者が選択し提案を行

えるものとした。

� 条件明示

技術提案を受ける前提条件として，発注者側よ

り以下のような標準案および種々の条件明示を行

った。

１）標準案

平面図にあるように，本工事施工にあたり瀬替

締切を施工し澪筋を移動させた後，掘削土砂を利

用して仮締切を施工し，護岸工を施工する。

瀬替締切（L＝１００m）を施工することにより，

仮締切への流水による影響を軽減させる。瀬替締

切に要する土砂は河道内を掘削深０．５m厚程度で

周囲より集積し施工する。

工事用道路は下流部既設坂路から進入すること

としており全幅員を５mとし，その外側４mに

おいて集積し施工する。

２）仮締切の条件

・締切対象水位，流量：No．９５．５＋２４０m地点

対象水位TP４００．２m Q＝２３３m3／s（１１月～３

月）

・締切の高さ：No．９５．５＋２４０m地点 対象水位

TP４００．２m以上

・仮締切の高さ，提案の天端幅について工事期間

中は維持すること（VE提案工法の確実性を担

図―２ 平面図
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保する）

・河道内施工期間：１１月１日～３月２８日

３）変更の取扱

標準断面による概略発注であるため，測量結果

に基づく地形により，標準工事による変更を行う。

変更は，以下の条件により行う

変更工事施工作業面積

＝
条件変更の発注者工事施工作業面積
当初計画の発注者工事施工作業面積

×入札工事施工作業面積

４）対象除外

異形ブロック製作ヤードは，指定する千曲川河

川敷（調査研究フィールド区域外）とし，技術提

案で求める作業面積には含めない。

� 予定価格の設定

標準手法と比較代替案の作業区域および想定工

事費の比較により，費用を算出（代替法）した。

例：・仮締切に遮水シート張を行い瀬替を行わな

い

・工事用仮設坂路設置位置の工夫

等による施工面積の縮小代替案にかかる費

用を標準案と比較検討し，最大６，０００m3，

３点の加算点の設定とした。

� 落札者の決定手法

下記の３条件を満足し，評価値の最も大きい者

を落札者とする。

１）工事価格（入札価格）≦予定価格

２）工事作業水平面積≦３０，０００m2

３）評価値≧基準評価値

ここで

評価値＝
（基礎点＋加算点）
（入札価格）

基準評価値＝１００／予定価格

� 施工の担保

請負者の責により，入札に係わる工事施工作業

水平面積を遵守できず３００m2以上拡大した場合

は，工事成績評定を減点する。減点は，拡大面積

３００m2以上１，５００m2未満は１点，以降１，０００m2拡大

するごとに１点減点する。

� 設計変更

なお，現地の条件変更等がある場合は，以下の

条件により工事施工作業水平面積を読み替えて上

記を適用する。

変更工事施工作業面積

＝
条件変更の発注者工事施工作業面積
当初計画の発注者工事施工作業面積

×入札工事施工作業面積

	 結 果

� スケジュール

公募型指名競争入札方式により，

・２月８日に技術資料収集に係わる掲示および技

術資料作成要領の配布

・２月２８日が技術資料の提出期限

・入札時VE委員会，技術審査会，入札・契約手

続運営委員会を経て，指名業者を決定し，３月

１３日に指名・非指名通知を行った。

・３月２５日に入札を行い，落札業者が決定してい

る。

� 技術提案の審査

技術資料の提出を１２社から受け，提案について

は，「北陸地方整備局入札時VE技術審査委員会」

（委員長：企画部長，委員：工事担当部長，企画

部および工事担当部の官，担当課長，技術管理課

長，北陸技術事務所長）において審査した。

提案のうち９社がVE提案であったが，その中

の１社については，仮締切の構造が標準案に比し

図―３ 総合評価模式図
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て劣っていたことから，適正な施工計画といえな

いと判断しVE提案については不採択としたが，

標準案での提出もあったため，標準案での入札参

加を認めた。

最終的には８社がVE提案，４社が標準案での

入札となった。

� VE提案の概要

技術提案のあった主な項目として，以下のもの

があった。

・作業ヤードの縮小…４社

・瀬替もしくは仮締切に大型土のうを使用し土砂

集積による周囲の改変面積を減ずる…５社

・瀬替もしくは仮締切に異形ブロックを使用…３

社

・工事用坂路を設置し効率化を図る…３社

・瀬替・仮締切の一体化…２社

・工事用運搬路を縮小，待避所設置…２社

� 入 札

入札に際し，標準案での提案をしていた１社

が，標準案とは異なる条件での札入れとしたた

め，「無効」の扱いとしている。

残る１１社の中で予定価格制限内になったのが２

社で，そのうち作業面積および入札額も低いK

社が落札した。

３． おわりに
―今後の対応について―

� 各工事において

平成１３年度に北陸地方整備局にて実施した総合

評価方式は，すべて第４四半期の発注であり，今

後実質的な工事が開始されるところである。

工事が本格化するに従い，成果物の形状が異な

る場合には，監督・検査をどのように実施するの

かといった工事施工時の課題が出てくると思われ

る。

� 総合評価方式への取り組みについて

去る３月２７日に事務次官を委員長とする「公共

工事の入札契約の適正化徹底のための方策検討委

員会」からの報告が出され，その中で，『平成１４

年度国土交通省発注工事において，その発注金額

の概ね２割を目標に取り組む』とされている。

総合評価による発注方式に取り組み，この目標

を達成するには，適する工事の抽出および抽出工

事における総合評価の評価基準設定を円滑に行う

必要があるが，これらは現在のところ，個々の工

事ごとに試行錯誤を繰り返しながら取り組んでい

る状態にある。

今後，各地方整備局・国総研との情報交換を実

施し，事例集やマニュアル等の「技術を評価する

仕組み」の早急な整備につなげるとともに，技術

提案を審査する総合評価方式が着実に定着するよ

う，発注者自らの技術力と体制の整備を積み重ね

て参りたい。

図―４ 公募型指名競争入札式の手続き［総合評価］
工事名：南条護岸災害復旧工事
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表―１ 南条護岸災害復旧工事における技術提案および入札結果一覧

業者名
提案

採択
作業面積
（m3）

加算点 合計点
入札額

（３４０，１５０，０００）
予定価格
制限内

評価値
（２９．３９８）

評価値≧
基準評価値

摘要
標準案 VE案

A社 ○ ○ VE ２８，９００ ０．６ １００．６ ３４５，０００，０００ × ２９．１５９ ×

B社 ○ ○ VE ２７，１００ １．５ １０１．５ ３５０，０００，０００ × ２９．０００ ×

C社 ○ ○ VE ２６，９００ １．５ １０１．５ ３４４，０００，０００ × ２９．５０６ ○

D社 ○ ― 標準 ３０，０００ ０ １００ ３４７，０００，０００ × ２８．８１８ ×

E社 ○ × 標準 ３０，０００ ０ １００ ３５０，０００，０００ × ２８．５７１ ×

F社 ○ ― 標準 無効

G社 ― ○ VE ２５，６００ ２．１ １０２．１ ３４０，０００，０００ ○ ３０．０２９ ○

H社 ○ ○ VE ２８，３００ ０．９ １００．９ ３４８，０００，０００ × ２８．９９４ ×

I 社 ○ ○ VE ２７，４００ １．２ １０１．２ ３４６，０００，０００ × ２９．２４９ ×

J社 ○ ○ VE ２５，９００ ２．１ １０２．１ ３４３，０００，０００ × ２９．７６７ ○

K社 ― ○ VE ２４，０００ ３．０ １０３．０ ３３８，０００，０００ ○ ３０．４７３ ○ 落札

L社 ○ ― 標準 ３０，０００ ０ １００ ３５１，０００，０００ × ２８．４９０ ×

凡例：「○」……採択，「―」……提案なし，「×」……不採択

図―５
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